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２．対象・目的・内容
１.介護予防運動教室（在介委託）：週１回３か月間で計12回、筋力アップを目的に８地区で教室を開催する。
２.介護予防普及啓発事業（在介委託）：介護予防に関する知識の普及

度

啓発のため５地区で開催する。
３.高齢者生きがい健康づくり事業（高齢者大学運営協議会委託）：高齢者の生きがいと社会参加の促進を図る活
動を実施する。
４.健康教育：出前講座、高齢者の食事会、いきいきサロン等

　

、地域からの依頼で健康教室等を実施する。
５-１.介護予防いきいきサロン（社協委託）：交流と介護予防を目的に、各町等（市内35会場）で月１回程度開催
する。
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次 総合評価
住み慣れた地域で、いつまでも元気で生活するためには、地域全体で高齢者を支えるとともに、自分自身でも介護

評 が必要な状態にならないように予防していくことが大切になる。高齢者が

事

主体的に介護予防に取り組むことができ

説 明 る地域活動を支援するとともに、高齢者を支えるために、介護予防に関するボランティアの育成を推進していく必

価 要がある。

評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 1 実施

業

主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 2 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握 4
事 業 の 継続実施

次 総合評価
本事業は、法律により義務付けられているものであり、高齢化が進むなか、高齢者が住み慣れた地域

の

で要介護状態

評 にならないよう、また自分らしい生活ができるよう支援することは、ますます必要となっている。ただし、健康教

説 明 室を各団体に委託しているにも関わらず、職員の健康教室への従事時間が多いため、健康
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教室への関わり方を検討

価 することが必要と考える。また、１教室当たりの参加者数が少ない教室もあるので、今後とも広く参加者を募ると
ともに、市民の主体的な介護予防を促すため、介護予防サポーターの育成にも努め

要

られたい。
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0年度
指 標 目 標 値 460 485 485

実 績 値 481 471
② 経 費 （ 千 円 ） 4,362 4,022

単位当たりのコスト 9.07 8.54
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予

1.介護予防運動教室　12回×８会場　96回　147人　2.介護予防普及啓発事業　            　 13回　　348人
3.高齢者生きがい健康づくり事業　　76回　471人　4.健康教育 55回　1,785人
5-1.介護予防いきいきサロン　　　 242回　744人　5-2.介護予防いきいきサロン（週いち型）168回　   81人
6.萩ケ瀬会館サロン 　　　　　　　342回　 90人　7.元気応援カフェ　５か所　　　　　　  104回　1,075人
8.生活支援サポーター活動支援事業 　8回　 51人

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 4 実施主体の妥当性 4
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